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大平肺吸虫の分布地と非分布に生息する

ムシヤドリカワザンショウの大平肺吸虫に対する感受性の差

波部重久

（掲載決定：平成５年６月30日）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｐａ７ａｇｏ〃ｚｍｕｓｏ/zi7ai，lungfluke，Ａ"gustassimmeapa7asitoZogjcα，ｓｎａｉｌ

host，Susceptibility

た貝と考え今回の実験に使用した。

大平肺吸虫ミラシジウム：兵庫県城崎の円山川あるい

は宮崎県延岡市北川産のクロベンケイガニから分離した

メタセルカリアをラット１頭あたりに２個ずつ投与し，

53日後に剖検した。肺に形成された虫嚢から取り出した

成虫は生理食塩液中で虫体別に産卵させた。採取した虫

卵は28°Ｃで28日間培養し，低温刺激によりミラシジウム

を孵化させた。

感染方法：貝への感染は個体ごとに行なった。すなわ

ち虫体別に採取した卵から得たミラシジウムを小試験官

に１あるいは５匹取り，その中に貝を１個体入れ５時間

接触させた。

貝の飼育方法：直径18cm，高さ８cmほどの素焼きの植

木鉢に約５cmほど貝棲息地の土を入れ，これを大型シャー

レの上に置いた。植木鉢があまり乾燥しないように時々

に水を与えると共に，鉢の上にはガラス板をかぶせ，貝

の脱出を防いだ。貝の餌として米をつぶし粉状にしたも

のを－週間に一度の割りで与えた。感染貝の飼育期間の

部屋の温度はほぼ24°Ｃ（19～27℃）であった。またこれ

らの飼育鉢には適度に日光があたるようにした。植木鉢

一つあたりの貝の飼育数は25あるいは30個である。

検査方法：大平肺吸虫ミラシジウム接触後110～127日

の問に貝を破壊し肺吸虫幼虫の感染の有無を調べた。寄

生された貝については大まかなセルカリア数を数えた。

緒ロ

大平肺吸虫Ｐａ７ａｇｏｍｍｕｓｏ/z〃iは本邦では東北地

方以南の河口付近に分布している。九州では鹿児島，宮

崎，熊本など南九州には見られるが，それ以北の地域か

らの報告はない。このように本虫の分布には地域的なか

たよりが見られる。この肺吸虫の日本での第一中間宿主

としてはムシヤドリカワザンショウＡ"gustassimmea

pa7asZtoZogZＣａ，ヨシダカヮザンショウＡ、

ｙＯＳ／２idayuﾉ1BZoiおよびサツマクリイロカワザンショウ

A7Litidaの３種が，第二中間宿主としてはベンケイガ

ニＳＣｓａｍｚｏｐｓｍｔｅ７ｍｅｄｉｕｍ，クロベンケイガニ

Chi7omatesde/zαα〃i，アカテガニＣ・ノzaematoc比Zr，

アシハラガニHbZicet7ide7zsおよびハマガニ

Ｃｈａｓｍａｇ"ａｔ伽SCO"uejcusの５種が報告されている

(宮崎・藤，1988)。なかでもムシヤドリカワザンショウ

およびクロベンケイガニが本虫の最も重要な中間宿主で

ある。この両種のカイおよびカニは日本各地の河川の河

口付近に普通に見られる。吸虫類では一般的に第２中間

宿主にくらべ第１中間宿主の方が宿主特異性が高い。そ

こで大平肺吸虫の流行地と非流行地に生息するムシヤド

リカワザンショウのあいだで本虫に対する感受性および

カイ体内での発育に差異があるかどうかを調べた。

材料および方法

ムシヤドリカワザンショウ：大平肺吸虫の流行地に分

布する貝として，宮崎県日向市の塩見川河口で，非流行

地のものとして福岡市西区の瑞梅寺川河口で採集したも

のを使用した。なお，実験に際し両河川の貝生息場所の

クロベンケイガニをそれぞれ78および92匹検査して大平

肺吸虫がいない事を確認した。大平肺吸虫の生息しない

塩見川産の貝を流行地の貝としたが，これは隣接する多

くの河川に本虫が分布することから，流行地の性質をもつ

結果

宮崎県日向市塩見川産のムシヤドリカヮザンショウに

城崎あるいは延岡産の大平肺吸虫のミラシジウムを接触

させ約４カ月後に検査した結果をＴａｂｌｅｌに示した。

城崎産の虫体６ａからのミラシジウムを１匹ずつ120個

の貝に感染させ，110および125日後に生存していた貝９８

個を検査したところ37個（37.8％）に本虫の幼虫を確認

した。またミラシジウムを５匹宛感染させた貝では25個

のうち21個（84.0％）が感染していた。同じく城崎産の

虫体１１ａからのミラシジウムを５匹ずつ30個の貝に感福岡大学医学部寄生虫学教室
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Ｔａｂｌｅｌ ResultsofexperimentalinfectionwithlarvalParago"/、皿ｓｏ/ｚｊ７ａｊｔｏＡ"g"ｓｒａｓｓｊ'、"ｅａｐａｒａｓｊｒｏ/ogjca

collectedfiPomHyuga,MiyazakiPrefecture,ａｎｅｎｄｅｍｉｃａｒｅａｏｆｔｈｅＨｕｋｅ

Ｓｏｕｒｃｅ

ｏｆ

Ｐ､ｏｈｊｒａｊ

No.of

miracidia

exposed/snail

No.of

snails

used

Days
after

exposure

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｓｎａｉｌｓ

examinedinfection(96）

Kinosaki-6a

Kinosaki-6a

1２０

３０

1１０，１２５

１１０，１２５

１

５

9８

２５

３７(37.8）

2１（840）

Kinosaki-11a

Kinosaki-11b

3０

３０

５
５ 1２０，１２２

１２０，１２２

2８

３０

２２(78.6）

２３(76.7）

Kinosaki-12a

Kinosaki-12b

Kinosaki-12b

1２０

１２０

３０

１
１
５

1１８

１１６，１２４

１１８

1１７

１０３

２５

７（6.0）

３９(37.9）

２０(80.0）

3０

３０

Nobeoka-5a

Nobeoka-5b

５
５ 1２０，１２３

１２３

2７

２７

２８(96.4）

１８(66.7）

Total 540 480 ２１５

染させたものでは28個検査し22個（78.6％）が陽性であっ

た。１１ａと同棲していた虫体1ｌｂからのものをカイ１

個体あたり５匹ずつ感染させたものでは30個のうち23個

(76.7％）が感染していた。

城崎産の虫体ｌ２ａおよび同棲の虫体１２ｂからのミラ

シジウムをそれぞれ120個の貝に１匹宛接触させ約４カ

月後に検査した。１２ａを接触させたものでは感染貝は

わずか117個のうち７個（６％)，１２ｂを感染させたもの

では103個のうち39個（37.9％）であった。またｌ２ｂの

ミラシジウムを５匹ずつ接触させた貝では25個のうち２０

個（80％）であった。延岡産の肺吸虫５ａのミラシジウ

ムを５匹ずつ30個の貝に感染させ４カ月後生き残った２８

個を検査したところ27個（96.4％）に幼虫の寄生を認め

た。５ａと同棲していた虫体５ｂからのミラシジウムを

５匹ずつ接触させたものでは，検査した27個のうち18個

(66.7％）が感染していた。

今回の感染実験には日向産のムシヤドリカワザンショ

ウを総計540個使い480個（88.9％）が約４カ月後の検査

Table２ ApproximatenumbersofParago"ﾉﾉ７１ⅢｓｏｶﾉﾉαノcercariaegrowninA'１８脚s'αssJ"2Ｊ"ｅａｐａｒａｓｊｔｏﾉo8jca

collectedfTomHyuga,MiyazakiPrefecture,ａｎｅｎｄｅｍｉｃａｒｅａｏｆｔｈｅＨｕｋｅ

Ｓｏｕｒｃｅ

ｏｆ

Ｐ・oｈｊｒａｉ

No.of

miracidea

exposed/snail

Ｎｏ．

of

snails

No.ofcercariaepersnail
１１００２５０５００１０００１５００

９９２４９４９９９９９１４９９

０

Kinosaki-6a

Kinosaki-6b

3７

２１

０
０

２
０

５
２

６
４

６
４

1１

６

７
５

５

Kinosaki-11a

Kinosaki-llb

５
５

2２

２３

０
０

０
３

２
２

４
６

６
４

７
５

３
３

Kinosaki-12a

Kinosaki-12b

Kinosaki-l2b

２
０
７

１

１
１
５

７
９
０
３
２

０
０
０

１

１

０

０
３
１

１
８
３

２
０
４

１

１
７
５

Nobeoka-5a

Nobeoka-5b

５
５

2８

１８

０
０

３
５

３
４

７
３

９
４

５
２

１

０

Total 215０１５２２４２５４５０３２
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まで生き残っていた。そのうちの215個に肺吸虫の寄生

を認めた。これらの貝１個体あたりのおおまかな保有セ

ルカリア数をＴａｂｌｅ２に示した。貝１個体あたりの寄

生セルカリア数は十数匹のものから約2,000匹も見られ

るものまであったが1,000匹前後のものが多かった。寄

生セルカリア数がおおいものではレジアは少なく，反対

にセルカリア数が少ないものではレジアを多数保有して

いた。今回の実験では貝１個体あたり１あるいは５匹の

ミラシジウムを感染させたが，両者の貝での寄生セルカ

リア数には差が認められなかった。福岡市端梅寺川産の

シムヤドリカワザンショウに城崎あるいは延岡産の大平

肺吸虫のミラシジウムを接触させ約４カ月後に検査した

結果をＴａｂｌｅ３に示した。この実験には合計100個の貝

を使用し，検査時点でも96個が生きていた。城崎産の虫

体ｌ２ａからのミラシジュウムを５匹ずつ25個の貝に接

触させたが感染を認めなかった。しかし，同棲していた

虫体１２ｂからのミラシジウムでは22個のうち７個

(31.8％）に感染が認められた。延岡産の大平肺吸虫５ａ

および５ｂのミラシジウムを接触させたものではそれぞ

れ25個のうち８個（32.0％）および25個のうち６個

(24.0％）が感染していた。これら福岡産の貝に虫体

１２ｂ’５ａおよび５ｂからのミラシジウムを接触させ感

染した貝の数と，日向産の貝にこれらの幼虫を５個宛て

接触させた結果とをMantel-Haenzel法で比較したと

ころ有意差を認めた（５％の危険率)。

陽性貝１個体あたりの保有セルカリア数をＴａｂｌｅ４

に示した。貝１個あたりの平均的な保有セルカリア数は

300匹前後で最も多いものでも1,000匹ほどであった。ま

た感染貝の中にはレジアだけでセルカリアが見られない

ものもあった。

考察

本邦における大平肺吸虫の分布地は熊本県の球磨川，

緑川，鹿児島県の川内川，種子島の西京川，現和湊川，

屋久島の栗生川，宮崎県の大淀)''’五ケ瀬川，北)||，小

丸)''’一ツ瀬川，福島川，本城川，高知県の松田川，三

Table３ ResultsofexperimentalinfectionwithlarvalParago"ｊ、"ｓｏ/zjrajtoA"gHs'αｓｓｊｍｊ"ｅａｐａｒａｓｊ'０ﾉogjca
collectedfromFukuoka,non-endemicareaoftheHuke

No.of

miracidia

exposed/snail

Ｓｏｕｒｃｅ

ｏｆ

Ｐ・ｏｈｊｒａｊ

No.of

snails

used

Days
after

exposure

Numberofsnails

examinedinfected(96）

Kinosaki-l2a

Kinosaki-12b

５
５

2５

２５

120

127,136

2４

２２

0

7＊(31.8）

Nobeoka-5a

Nobeoka-5b

５
５

2５

２５

1２７，１３６

１２７，１３６

2５

２５

8＊(320）

6＊(24.0）

Total 100 9６ ２１

*SignificantlydifferentfromthesnailsfromHyuga(Tableｌ）infectedwith5miracidiaofKinosaki-12band

Nobeoka-5a,ｂ:Ｐ<0．０５

Table４ApproximatenumbersofParago"ｊ"!"ｓｏ/2ｊｒａｊｃｅｒｃａｒｉａｅｇｒｏｗｎｉｎＡ"g皿s'αｓｓｊｍｊ"ｅａｐａｒａｓｊ'０/ogjca
collectedfromFukuoka,non-endemicareaoftheHuke

Ｓｏｕｒｃｅ

ｏｆ

Ｐ・ｏｈｊｒａノ

No.of

miracidia

exposed/snail

Ｓ
●
Ｕ
ｌ

Ｏ
〈
ｒ
・
ｍ

Ｎ
ｏ
ｎ
Ｓ

Noofcercariaepersnail
１１００２５０５００１０００１５００

９９２４９４９９９９９１４９９

０

Kinosaki-l2b ５ ７０１０２２２０

Nobeoka-5a

Nobeoka-5b

５
５

８
６

２
３

２
２

２

１

１

０

０
０

０
０

０

Total 2１ ６４５３２０
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重県の長良川，兵庫県の円山)||，京都府の由良川，石川

県の久里川，尻川，日詰川，神代川，愛知県の日光川，

静岡県の朝日川，青野111，千葉県九十九里浜の－ノ宮川

をはじめとする数河川等の河口である（宮崎，藤1988,

ＨａｔａｅｔａＺ.，1987)。

第一中間宿主であるカワザンショウガイ科の貝類は海

水の影響のある河口付近に生息するが，大平肺吸虫の感

染が実験的にも自然界からも証明されたのはムシヤドリ

カワザンショウ，ヨシダカワザンショウ，サツマクリイ

ロカワザンショウの３種である。この中でもムシヤドリ

カワザンショウは分布が広くかつ感受性も高く，本邦に

おける大平肺吸虫の最も重要な第一中間宿主である。実

験的にはカワザンショウガイ，ヘソカドガイ，ミヤイリ

ガイも感染が成立するが感受性の低さや分布状況から中

間宿主としての役割はまずはたしていないと思われる

(扇田，１９５４；吉田・宮本，１９５９；川島・宮崎，１９６３；

YoshimuraetaL1970b)。

最近，小形大平肺吸虫Ｐ・iZoﾉI8tsue"e7zsisおよび佐

渡肺吸虫Rsadoe7zsisが大平肺吸虫のシノニム（同物

異名）である事が明らかにされた（ＨａｂｅｅｔａＺ.，1985,

1992)。このことから小形大平肺吸虫だけが報告されて

いる大阪府の大淀)||，兵庫県の加古川および鹿児島県奄

美大島の川内川，さらに佐渡肺吸虫の棲息地である新潟

県の佐渡島および石川県の能登半島も大平肺吸虫の分布

地となる。小形大平肺吸虫の場合，中間宿主は大平肺吸

虫と共通であるが，佐渡肺吸虫では第一中間宿主がナタ

ネミズツポOncomeZaniα/zUpe"ｓｉｓｍｍ伽α，第二中

間宿主がサワガニGeotMp伽Ｓａｄｅ/､αα"iであるので，

当然これらのカイ，カニも大平肺吸虫の中間宿主となる。

吉田，川島（1961）はムシヤドリカワザンショウを中心

とするカワザンショウガイ科の貝類の我国における分布

調査を行い，自然界における貝類と肺吸虫流行との関連

性を見た。その結果大平肺吸虫流行地の多くが濃厚なム

シヤドリカワザンショウの生息地であることを確認する

とともに流行地以外の河川においてもこの貝の分布を認

めた。著者も福岡市およびその近郊の河川を1981年６月

から７月にかけ調査を行い，雷山川，瑞梅寺川，室見川，

多々良)||，釣川，西郷)||，遠賀川支流の西川など調査し

たほとんどの河川にこの貝の生息を認めた。すなわち大

平肺吸虫の第一，第二中間宿主とも日本各地の多くの河

川の河口付近に生息するにもかかわらず，本虫の分布は

限られていることから大平肺吸虫に対するムシヤドリカ

ヮザンショウの感受性が地域により事なることも考えら

れた。そこで今回，大平肺吸虫の分布地である宮崎県産

と非分布地である福岡県産のムシヤドリカワザンショウ

を用いて，両者の間にどの程度の感受性および発育の差

があるものかを調べた。その結果はＴａｂｌｅｌ－４に示し

たごと〈宮崎県日向産のカイが福岡県産のものにくらべ

明らかに感染率も高く，またセルカリア保有数もかなり

多かった。すなわちこの肺吸虫のサイクルが廻る上で日

向産のカイは極めて好適な貝であると言える。この貝の

生息場所は河口付近の汽水域のアシ原などである。また

この吸虫の生活史のためにはクロベンケイガニなどの第

二中間宿主，および終宿主であるネズミ，イタチ，タヌ

キなどが必要である。大平肺吸虫流行地におけるムシヤ

ドリカワザンショウの自然界における感染率は横川らが

静岡県南伊豆の朝日および青野川での6,082個中４個

(0.0658％)，吉田・宮本（1959）が兵庫県円山川の成績

で6,134個中３個（0.0489％）またＯｒｉｄｏｅｔａＺ．（1992）

が千葉県九十九里の木戸川の調査で199個中２個

(2.0％）であった。これら調査地域はいずれも大平肺吸

虫が濃厚に分布しているにもかかわらずカイの感染率は

極めて低率である。これらのことからこの肺吸虫が生,息

するためには河口域にある程度のアシ原が広がり，カイ

が多数生息している河川が望ましい。今回の実験で大平

肺吸虫の中間宿主であるムシヤドリカヮザンショウの棲

息地により同虫の感受性およびセルカリアの産出数に大

きな差があることが明らかになった。これも大平肺吸虫

の分布を左右する－つの因子となっている可能性も考え

られる。

これまでに大平肺吸虫のムシヤドリカワザンショウに

対する感染実験がいくつか行なわれている。しかしそれ

らは今回のように貝１個ごとに感染させたものはなく，

一つの容器に10個あるいはそれ以上の貝をまとめ，多数

のミラシジウムで感染させている。また感染から約

3～４カ月後の検査までの間に約半数のものが死亡して

いる。今回の感染実験には日向産のカイを540個使い476

個（88.1％）が，福岡産のものは100個中96個（96.0％）

がほぼ４カ月後の検査まで生き残っていた。そのため今

回の結果と単純に比較することは出来ないが，これまで

に発表された成績をあげてみると横川ら（1958）はカイ

ｌ個体あたり２～３匹のミラシジウムを50個の貝に感染

させ、3から１２１日の間に検査した貝３０個中１０個

(33.3％）に感染を認めた。吉田，宮本（1959）は50個

の貝に１個あたり平均３匹のミラシジウムを感染させ84-

103日の間に検査した23個の貝のうち６個（26.1％)，ま

た100個の貝に同数のミラシジウムを感染させた２回目

の実験では感染後57日目の検査で46個中36個（78.3％）

に感染を認めた。またこれらの感染貝におけるカイ１個

体あたりのレジア数は最高で200個，セルカリア数では

約800個であったとしている。YoshimuraetaZ.，

(l970a）は貝１個あたりに20匹のミラシジウムを接触

させた貝の77％に感染を認め，貝１個あたり１００－

1,000個のセルカリアの寄生を認めた。また佐渡肺吸虫
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をムシヤドリカワザンショウに感染させたものではその

感染率は38～55％であった。吉田（1959）は小形大平肺

吸虫をムシヤドリカワザンショウに感染させ且6％の感

染結果を得ている。これらはいずれもその肺吸虫の流行

地の貝を使用した結果である。非流行地の貝を使った感

染実験では，川島（1961）が福岡市の室見川産のムシヤ

ドリカワザンショウに大平肺吸虫のミラシジウムを１個

あたり５匹感染させ８８日後に検査し１４個中４個

(28.5％）に感染を認めている。これらの結果でも今回

のものと同様，流行地の貝の方が非流行地のものに比べ

やや感染率が高いように思われる。今回の実験で興味あ

る成績として，城崎産１２ａから生み出されたミラシジュ

ウムは日向産のカイに対しての感染率が６％と極めて低

く，さらに福岡産のカイに対しては全く感染していなかっ

た。これらのミラシジウムは活発に水中を泳ぎ回り外見

上全く問題のないものであった。このことから一部の親

からのミラシジウムに中間宿主であるカイに対して感染

力をもたないかあるいは極めて低いものがあることが明

らかになった。したがって，限られた成虫からの幼虫を

使っての感染実験にはこの点を考慮する必要がある。

まとめ

大平肺吸虫の棲息地および非棲息地に分布する第一中

間宿主ムシヤドリカワザンショウの間に感受性および発

育に差がみられるかを調べた。その結果，両地域のカイ

に感染を認めたが特に本虫の流行地である宮崎県日向産

のカイには極めて高率に感染した。しかし非流行地であ

る福岡市瑞梅寺川産のものの感染率は前者に比べそれは

かなり低かった。また１個のカイが保有しているセルカ

リア数においても日向産のものが福岡産のものに比べか

なり多かった。ムシヤドリカワザンショウの大平肺吸虫

に対する感受性および発育がこの貝の産地により大きく

異なることは，このことがこの肺吸虫の分布をある程度

左右している可能性も考えられる。
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